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IV　 組織学的所見

1.　 対 照 群

1)　予備実験と第1実 験

a)　空洞:空 洞内容は仮性壊死ないし壊死化 したこ細胞

か ら成 り,細 胞は主に多核白血球で,な かには膿瘍様の

もの もある。

空洞壁は充実的な類上皮細胞の厚い層か ら出 来 て い

て,そ こには多核白血球,小 円形細胞の浸潤 もかな りみ

られる(写 真5,9)。

この類上皮細胞の外層は従来線維層とよば れ て い る

が,こ の部位の組織像を弾力線維染色と鍍銀法とによつ

て観察すると,そ の構造は膨脹不全肺像であつて,炎 症

図1　 空洞の基本的組織際

A… 空洞内面にある壊死乾酪属

B… 類上皮細胞層

C… 膨脹不全層

C'… 膨脹不全層の中の太い膠原線維

D… 周局炎

D'… 娘結節

性の線維増殖 とは考えがたい。この部の肺胞壁の格子線

維がやや太 く見えるのは線維の収縮によつて生じたこもの

と解釈するほうが妥当であろう。それゆえにここでは膨

脹不全層とよぶことにす る(写 真20)。 この層の線維間

には類上皮細胞,小 円形細胞,線 維芽細胞がみ られ,こ

の層の一部では膠原化 した太い線維が網状または外壁に

平行に走つている。

この膨脹不全層の外周には多数の娘結節を有する周局

炎がみ られる(写 真5,20,図1)。

肺内接種後4～5週 目に剖検した第1実 験と予備実

験4週 群の結核性炎症は繁殖性であり,9週 目剖検の

予備実験8週 群ではやや増殖性の傾向がみられた。

b)　空洞化していない肺病巣では中心に繁殖性の充実

性の類上皮細胞組織があり,流 「パ」の小滴が散在して

いる。線維染色では肺胞像は乱れている。流 「パ」小滴

に接 して周囲に多核白血球の浸潤のあるもの もあり,壊

死化 している例 もある。この外側に空洞の場合と同様の

膨脹不全層があり,娘 結節を含む周局炎がみ られる。予

備実験8週 群では類上皮細胞組織は4週 群に比して増

殖性である。

c)　肺内撒布集は類上皮細胞と小円形細胞 よりなる繁

殖性の結節で(写 真13),な かには融合したこ大 きな病巣,

または間質性肺炎像を示す ものもある。これらの病巣の

中心部は乾酪化しているの もある。 予備実験8週 群で

は増殖性の傾向を示す結節 もみ られた。

d)　気管 リンパ腺:孤 立性または融合性の繁殖性類上

皮細胞結節が種々の程度にみ られ,結 節の中心に小さい

壊死がみ られるもの もある。 予備8週 群では増殖性 と

な り,結 節の外層の膠原線維形成はかなり著明である。

e)　脾,肝 は繁殖性の類上皮細胞結節が散在 し,(写

真17),壊 死はな く,予 備実験8週 群の結核結節は増

殖性の傾向がみられる。

f)　結核菌は空洞内壁,類 上皮細胞組織,ま たこは流

「パ」の小滴の中にかなり多数みられた。

2)　第2実 験

a)　空 洞:空 洞の基本構造および内容は前述の実験 と

同じであるが,炎 症反応が弱 く,壊死層は明らかでなく,

空 洞壁の類上皮細胞層は前実験より薄 く,多 核白血球と

小円形細胞浸潤は前記実験よりはるかに少なく,か つ空

洞壁の深層までには及んでいない。膨脹不全層は第1実

験 よりは薄く,か つ 層の一部では膠原線維が第1実 験

よりも密に強 く形成されている。その外周の娘結節を含
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む周局炎は前実験より狭い。

b)　非空洞性肺病巣:前 実験に比 し小滴の数の割 りに

類上皮細胞組織の量が少ない。中心部に多核白血球が多

い例 もある。膨脹不全層には膠原線維形成が著明 のもの

もあつた。周局炎は前実験の場合より貧弱である。

c)　肺内撒布巣:増 殖性の結核結節がみられ,な かに

は膠原線維形成がみられるものもある。

d)　気管 リンパ腺:集 合性の増殖性結核結節を形成

し,若 干例では膠原線維形成が進んでいるものもあり,

中心部に乾酪化がみられるものもある。

e)　肝,脾 には増殖性結核結節が種々の程 度 み られ

る。

2. Prednisolonei群

1)　予備実験と第1実 験

「P」群の類上皮細胞組織にみられる各臓器の共通所

見として,類 上皮細胞の細胞体はやや小さく染色性は低

下し,細 かい空胞や微細な頼粒をみる。なお本細胞が沢

山集まつているところでは細胞の境界は不明となる。核

は多様性を示 し,一 般に核の形は不規則で核融解の傾向

がみられ,な かには空胞形成 しているもの もあり,ま れ

には核のHyperchromasieの 像 をみる。壊死の傾向は

一般に少な く,壊 死巣の多核白血球浸潤は著しく少 な

い。 しかし小円形細胞浸潤は多 くみ られた(写 真10)。

a)　肺空洞:予 備実験 「P」 群では空洞形 成 をみ な

い。第1実 験の空洞ではその基本構造は対照群と同 じ

であるが,空 洞内容は少なく,空 洞壁の類上皮細胞組織

が対照群 より貧弱で,こ の層の厚 さは薄 く,壊 死,類 上

皮細胞層の多核白血球の浸潤は少ない。膨脹不全層の形

成は弱い。その多周の周局炎 も貧弱で,量 も少ない(写

真6)。

b)　非空洞性肺病巣:病 巣の中心部は流 「パ」の小滴

を有する貧弱な類上皮細胞組織があり,壊 死は著しく少

な く,流 「パ」の小滴を囲む多核白血球浸潤はないか,

あ るいはあつてもその程度は対照群より少ない。この中

心巣を囲み空洞の場合と同様膨脹不全層とその外周に娘

結節を含む貧弱な周局炎がみ られる。

空洞,非 空洞 とも結核菌は多数にみられ,対 照群と大

差なく,対 照群 と異なり 「P上 群では病巣の周辺部位ま

で菌がみられ る傾向がある。

c)　肺内撒布巣(写 真14):対 照群に比 して病巣は小

さく,粟 粒大 くらいの大 きさのものが多い。個々の病巣

は繁殖性類上皮細胞結節で小円形細胞浸潤は弱い。各肺

胞中にある類上皮細胞の数が少なく,結 節中の格子線維

形成はないか,あ るいはあつてもきわめて軽微である。

壊死はない。予備実験8週 群 も4週 群と同様で,対 照

の予備実験8週 群でみられるような増殖性の結核 結 節

はみられない。

d)　気管 リンパ腺:予 備4週 群は類上皮細胞に 対 す

る 「P」 の影響を除き対照群と大差ない。壊死は両群と

もにみ られた。 第1実 験ではリンパ腺中の類上皮細胞

の量は対照群より少な く乾酪化 も少ない。特異的肉芽組

織には格子 ・膠原線維形成がみ られ,予 備実験対照8

週群では著明な膠原線維形成が特異性肉芽組織中にみ ら

れたが,「P」 の8週 群ではその膠原線維形成は弱い。

e)　肝(写 真18):本 群では対照群に比し結核結節の

数では大差はないが,個 々の結節は小さい ものが多 く,

壊死はなく,類 上皮細胞は前記の 「P」 の影響を受け,

細胞体は小さいので核が密集 しているようにみえる。結

節中の格子線維形成はないか,あ るいはあつて も軽微で

ある。

脾の類上皮細胞結節の大きさは対照群と大 差 はな い

が,類 上皮細胞に対する 「P」 の前記の影響を認める。

2)　 第2実 験

感染が前実験より弱かつたため結核性病変がはなぱな

しくないこと,「P」 の量が前実験の半量であること,

「P」 治療開始が遅かつた等のため 「P」の影響が組織

学的にあまり明 らかでない。しかしその影響は弱いなが

らも前実験と同 じ傾向がみられた。

肺内撒布巣は類上皮細胞結節であるが,「P」 群 で は

対照群でみ られた増殖性の傾向は明らかでな く,気 管 リ

ンパ腺巣は 「P」群で も増殖性の傾向を示すが対照群で

み られたような膠原化の進んだものはみ られない。肝,

脾の結核結節では増殖性の もの もみ られた。

3. INAH(IHMS)群

1)　 第1実 験

各臓器共通にみられ る類上皮細胞の所見(写 真11)

として細胞体は狭 く,細 かな空胞がみられ,細 胞間に

間隙がみられるようになる。核は一般に明るいが,空 胞

形成はまれで,核 の多様性は 「P」に比 してはるかに軽

い。結節中の類上皮細胞は個々に分離されていく傾向が

み られ,類 上皮細胞の集塊 は肉芽腫の型でなく,数 コ～

10コ くらいの群になり,そ れが小円形細胞の群の中に

埋まり,境 界が明らかでない。脾では強拡大で本細胞の

残存像であることがやつと分かるほどである。逆に本細

胞が集まつて互いに細胞の境界がはつきりしないところ

もある(肝,脾,リ ンパ腺にて)。

a)　空洞(写 真7):空 洞内容はほとんどな く,空 洞

の基本構造は対照群と同じであるが,空 洞壁の類上皮細

胞層では上記のような類上皮細胞の萎縮像がみられ,洞

内面の仮性壊死層では残存核片が明らかにみられ,こ の

層より類上皮細胞層にかけての多核白血球,小 円形細胞

の浸潤は対照群よりはるかに少ない。膨脹不全層の格子

線維や膠原線維は対照群と同様である。この外周には多

数の娘結節がみ られる層がある,そ の特異性肉芽組織は
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前記のごとく 「1」特有の萎縮像を示している。

b)　非空洞化肺病巣:中 心にある流 「パ」の小滴を含

む類上皮細胞組織における多核白血球,小 円形細胞の浸

潤は少ない。病巣周囲の娘細胞層の厚 さは狭い。

c)　肺内撒布巣(写 真15):対 照群,「P」 群より著

しく少ない。粟粒大の撒布巣が少数散在す る程 度 で あ

る。結核結節の類上皮細胞は萎縮傾向を示 し,小 円形細

胞が主に残つている小病巣がみ られ,病 巣周辺に肺気腫

形成をみる。

d)　気管 リンパ腺:リ ンパ腺中の類上皮細胞の組織の

量は対照群,「P」 群より少な く,多 くは 萎縮したこ類上

皮細胞がわずかに認められる程度である。壊死巣は対照

群,「P」 群より少ない。

e)　肝:結 節の数は対照群と差がない。少数の萎縮 し

たこ類上皮細胞 とそれを囲んで小円形細胞浸潤 が み られ

る。

脾:強 拡大で萎縮 したこ結核結節をわずかに発見で きる

程度で対照群よりはるかに軽い。

2)　 第2実 験

類上皮細胞組織に対する影響は前実験と同 じであり,

その他の所見 もほぼ同 じであるが,た だ空洞に膿性内容

物を多 く有 している例があつた。 肺内撒布巣は第1実

験より少な く,ご くわずかの萎縮した類上皮細胞の小病

巣があるのみである。 肝,脾 ともに第1実 験 よ り軽

く,第2実 験の対照,「P」 群よりも明 らかに軽 く,脾 で

はほとんど正常,肝 にはきわめて小さい結核結節が少数

み られたこ。

結核菌は両実験とも空洞壁,非 空洞化病巣の中心部に

み られるが少数である。

4. INAH(IHMS)とPrednisolone併 用群

1)第1実 験

臓器共通の所見(写 真12)と して類上皮細胞の原形

質は著しく狭 く,か つ空胞化のたこめ染 りが弱 く,核 は多

様性が著 しく,対 照群の核に比し大体面積で1/4余 りに

なり,核 の構造は比較的明 らかであるが,核 の大 きな類

上皮細胞はほとんど見当たこらない。細胞の境界はほとん

ど不明とな り,群 をなしているところでは互いに突起を

もつて結合しているところもある。これ らの細胞が集塊

をつ くることは少なく,多 くの場合数コ～10数 コ境界

不明に集まり,そ のたこめ脾の結核結節は弱拡大ではあま

り明らかでない。

a)　肺空洞:空 洞壁は他の群に比して著しく薄い。こ

れは空洞壁の類上皮細胞層がきわめて薄 く,娘 結節を有

する周局炎の層がはなはだしく少ないためである。空洞

内容はごくわずかで,洞 内面に仮性壊死 ～乾酪層があ

り,こ の層と類上皮細胞層における多核白血球,お よび

小円形細胞浸潤は著しく少ない。全 くない部位もある。

類上皮細胞層の類上皮細胞は上記のごとく萎縮 し,仮 性

壊死に陥つているものもあつた。この外周に膨脹不全層

がみられるが,周 局炎はほとんどな く,こ こにはきわめ

て小 さい萎縮 したこ貧弱な結核結節がわずかに島状に散在

している。

b)　非空洞化の肺病彙の例2例 では混合感染のため

所見が乱れているので記載を省略する。

c)　肺内撒布巣は小さい粗槌の結核結節で壊死はな く

肺胞像は保たこれ,多 少肺胞壁の肥厚がある。病巣の類上

皮細胞の変化は前述のごとくで,小 円形細胞浸潤 も少な

い(写 真16)。

d)　気管 リンパ腺:ほ とんど正常である。

e)　肝:著 しく小さい結核結節が散在 し,小 円形細胞

の浸潤は少な く,細 胞体は空胞化し明るくなつた類上皮

細胞から出来ている(写 真19)。 脾 では強拡大で萎縮 し

た類上皮細胞が少数みられる。

結核菌は空洞壁に少数み られるのみである。

2)　 第2実 験

類上皮細胞組織の所見は第1実 験と同じである。

a)　空洞の所見は前実験とほとんど同じである。灌注

気管枝の開口部がみられ,こ の付近の空洞壁面には気管

枝上皮の被覆がみられたこ(写 真8)。

b)　非空洞性肺病巣:中 心は流 「パ」小滴 と類上皮細

胞組織があり,そ の構造は粗雛で,小 円形細胞浸潤は少

な く,類 上皮細胞には空胞がみられ,肺 胞像は保たこれ,

その周囲には膨脹不全層がみられる。

肺内撒布巣その他の所見は前実験 と同様である。
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写 真

5. 空 洞 モル136, 予 備4週 対 照 群2.5×10倍 H.E.染 色

6. 〃 モ ル383, 第1実 験P群 〃 〃

7. 〃 モル405, 第1実 験Is群 〃 〃

8. 〃 モル335, 第2実 験PI群 〃 〃

9. 類 上 皮 細 胞 組 織(空 洞 壁)モ ル380, 第1実 験 対 照 群 40×10倍 〃

10. 〃 (非 空 洞 化 肺 病 巣)モ ル150, 予 備4週P群 〃 〃

11. 〃 (空 洞 壁)モ ル405, 第1実 験Is群 〃 〃

12. 〃 (〃)モ ル409, 第1実 験PI群 〃 〃

13. 肺 撒 布 巣 モ ル379,第1実 験 対照 群 10×10倍 〃

14. 〃 モ ル387, 第1実 験P群 〃 〃

15. 〃 モ ル400, 第1実 験Is群 〃 〃

16. 〃 モ ル413, 第1実 験PIs群 〃 〃

17. 肝 の 結 核 結 節 モ ル372, 第1実 験 対照 群 40×10倍 〃

18. 〃 モル383, 第1実 験P群 〃 〃

19. 〃 モ ル410, 第1実 験PIsi群10×10倍 〃

20. 空 洞 モル136, 予 備4週 対照 群 2.5×10倍 格 子 線 維 染 色
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